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STR-DG820 
接続•設定ガ仆' 

この接続•設定ガイドでは、本機と DVD プレーヤーや衛星放送チューナー /STB (セットトップボックス)、 
テレビ、ブルーレイディスクレコーダー、スピーカー、サブウーファーの接続と、マルチチャンネル音声を 
お楽しみいただくために必要な設定を説明しています。詳しくは、付属の取扱説明書をご覧ください。 


準備2:スピーカーを接続ずる 

お手持ちのスピーカーの数と種類に合わせて、必要なスピーカーを接続してください。 

スピーカーコードについて 

• スピーカーコードは部屋の広さに合わせて必要な長さのをのをご用意ください。 

• スピーカーコードの色や記号で +( プラス)側と一（マイナス)側のどち5に接続するかを決めると、 
+と一を間違わずに接続でをます。 

スピーカー端子について 

• スピーカーの©端子はアンプの©端テに、©端テは©端テに接続してください。 

• スピーカーコードの接続のしかたは、下のイラストをご覧ください。 



SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) スイッチについて 

使巧するフ□ントスピーカーシステムを選べます。詳しくは、取扱説明書の r 準備7:フ n ントスピー 
力一を選ぶ」をご覧ください。 




準備1:スピーカーを設置ずる 

図は、7本のスピーカーとサブウーファーによる、 7.1 チヤンネルスピーカーシステムの構成例です。 
詳し<は、取扱説明書をご覧ください。 

回〜圓は、「スピーカーを接続する」の回〜囲と対応しています。 


囚曰サラウンドスピーカー ( L / R ) 




图フ□ントスピー 回フ□ントスピー 

面サブウーファー カー （ L ) 回センタースピーカー カーの） 



回サラウンドスピー旧サラウンドバック ◎サラウンドバック 国サラウンドスピー 

力一 ( L ) スピーカー ( L ) スピーカーの） カーの） 




モノラル音吉コード(別売) 

































準備 3 :その他の機器を接続ずる 


準備4:電源コードをつなぐ 



すべての接続び終わった5、電源コードの 
プラグを壁のコンセントにつなぎます。詳 
しくは、取扱説明書の「準備6:本体と I 」モコ 
ンを準備する」の「電源コードをつなぐ」をご 
覧ください。 


準備5:自動音場補正機能を使ラ 

自動音場補正機能によって、自動的に UTF 
の項目を測定し、最適なサラウンドヴウン 
ドを設定でさます。 

• スピーカーの有無 
• スピーカーの レベル 
• スピーカーの 距離 
• スピーカーの サイズ 
• スピーカーの極性 
• 周波数特性 



1 測定用のマイク(付属)を本機前面の 
AUTO CAL M に端子につなぐ。 

2 マイクを設置ずる。 

マイクは実際に視聴する位置に設置します。 
耳と同じ高さになるよラに、台や王脚を使つ 
て固定してください。 


3 AUTOCAL を巧ず。 

測定び始まります。 



自動音場機能にっいて詳しくは、取扱説明書の 

「接続と準備」の準備8をご覧 < ださい。 

ごミち意 

• スピーカーとマイクの間に障害物びあると正しく 
測定でをません。測定開始前に測定エ U ア(機器の 
設置エ U ア)のが側に出て < ださい。 

ちょっと一言 

• スピーカーのサイズ ( LARGE / SMALL ) はお域特性で判 
定されます。測定結果は測定用マイクの位置、スピー 
カーの位置、部屋の形などによって変わる場合びあり 
ます。測定結果のまま使ラことをおすずめしますび、 
SPEAKER メニューで設定を変更することもできます。 
変更する場合は、測定結果を保をしてから変更してく 
ださい。 


準備6:その他の機器を設 
定ずる 

本機につないだ機器の音声をスピーカーか 
5出力するために、各機器の設定を行って 
<ださい。 

詳し<は、各機器の取扱説明書をご覧<だ 
さい。 

設定び終わったら 

本機をお使いいただけます。本機の操作に 
ついて詳し<は、取扱説明書をご覧ください。 








